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　大
阪
府
太
子
町
の
道
の
駅
「
近

つ
飛
鳥
の
里
・
太
子
」
と
そ
の
周

辺
で
10
月
、「
街
道
１
４
０
０
年

祭『
時
代
行
列
』」と「
灯
路
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。
街
道
２
㌔
㍍
に

立
ち
並
ぶ
石
灯
ろ
う
や
地
蔵
堂
の

手
づ
く
り
灯
ろ
う
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
古
民
家
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

示
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
地
域
住

民
の
多
彩
な
企
画
が
観
客
の
笑
顔

を
誘
っ
た
。

　太
子
町
は
、
聖
徳
太
子
の
墓
所

と
そ
れ
を
守
護
す
る
叡
福
寺
な
ど

歴
史
遺
産
の
活
用
に
努
め
て
き
た

が
、
わ
が
国
初
の
官
道
「
竹
内
街

道
」
が
、
隣
接
市
町
村
を
つ
な
い

で
き
た
重
要
な
役
割
を
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
、
平
成
18
年
度
に
登
録

さ
れ
た
日
本
風
景
街
道
「
悠
久
の

竹
内
街
道
」
の
活
動
を
推
進
し
て

き
た
。

　『日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
21
年

　「日
本
風
景
街
道
」
は
現
在
、

全
国
１
３
１
ル
ー
ト
で
展
開
さ

れ
て
お
り
、
行
政
や
住
民
、
企

業
な
ど
が
地
域
ぐ
る
み
連
携

し
、
自
然
や
景
観
、
文
化
な
ど

そ
の
地
な
ら
で
は
の
資
源
を
再

発
見
し
て
、
地
域
活
性
化
や
観

光
振
興
を
図
っ
て
い
る
の
が
特

徴
。
ふ
る
さ
と
を
美
し
く
元
気

に
と
知
恵
を
絞
り
、
地
道
な
活

動
を
積
み
重
ね
る
熱
い
取
り
組

み
が
、
風
景
街
道
を
支
え
て
い

る
。

　東
京
・
港
区
芝
の
増
上
寺
と
い
え
ば
、
徳
川
家

康
公
が
帰
依
し
た
浄
土
宗
の
七
大
本
山
の
一
つ
で

徳
川
家
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
、
著
名
人
の
墓

所
も
立
ち
並
び
参
拝
客
も
多
い
。
正
面
の
山
門
近

く
に
高
さ
約
11
㍍
、
間
口
、
奥
行
き
も
10
㍍
超
と

大
き
く
、
厳
粛
な
形
の
石
碑
が
目
を
引
く
。「
土

木
建
築
殉
職
者
慰
霊
塔
」
で
あ
る
。

　第
二
次
大
戦
前
の
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
年
）

の
建
立
と
言
い
、
管
理
に
あ
た
る
一
般
社
団
法
人

全
国
建
設
業
協
会
は
現
在
も
毎
年
、
秋
の
お
彼
岸

前
後
に
慰
霊
法
要
を
行
っ
て
き
た
。
本
年
も
９
月

19
日
、
淺
沼
健
一
会
長
を
は
じ
め
47
都
道
府
県
協

会
長
・
関
係
者
ら
が
増
上
寺
に
赴
き
、
建
設
事
業

遂
行
中
に
不
慮
の
災
禍
で
今
年
殉
職
さ
れ
た
75
柱

の
御
霊
を
新
た
に
加
え
、
し
め
や
か
に
慰
霊
法
要

を
執
り
行
っ
た
。

　空
襲
で
徳
川
将
軍
家
霊
廟
が
焼
失
し
た
年
も
含

め
76
年
間
も
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
て
い
る
慰
霊
法

要
。
合
祀
さ
れ
て
い
る
土
木
建
築
殉
職
者
の
御
霊

は
、こ
れ
で
計
６
万
２
６
４
３
柱
に
上
る
と
い
う
。

　同
協
会
の
前
身
で
あ
る｢

日
本
土
木
建
築
請

負
業
連
合
会｣

に
よ
っ
て
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ

た
の
は
昭
和
12
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
６
１
３
年
）
の
条
に
「
難
波
よ

り
京
に
至
る
大
道
を
置
く
」
と
記

載
が
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
初
の
官

道
と
さ
れ
今
年
が
官
道
１
４
０
０

年
の
節
目
に
当
た
る
。
こ
れ
を
記

念
し
、
大
道
と
言
わ
れ
る
竹
内
街

道
沿
道
の
大
阪
府
、
奈
良
県
内
12

自
治
体
と
産
学
民
が
連
携
し
て

「
竹
内
街
道
・
横
大
路

　難
波
か

ら
飛
鳥
へ
日
本
最
古
の
官
道
（
大

道
）

　
１
４
０
０
年
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
様
々

な
催
し
を
展
開
し
た
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
は

３
月
、奈
良
県
の「
せ
ん
と
く
ん
」、

大
阪
府
の
「
モ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
・
キ

ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
な
ど
沿
道
自
治
体

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
、
応
募
し
た
地

域
の
人
々
２
０
０
人
が
、
近
鉄
阿

倍
野
駅
か
ら
特
別
列
車
で
近
鉄
飛

鳥
駅
に
到
着
。
沿
道
自
治
体
10
首

長
が
「
古
代
の
道
か
ら
ま
ち
づ
く

り
を
共
通
理
念
と
し
、
と
も
に
地

域
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
」
と
宣

言
し
た
。

石
舞
台
古
墳
前
で
歴
史
劇

　仁
徳
天
皇
陵
な
ど
の
古
墳
群
や

相
撲
発
祥
ゆ
か
り
の
當
麻
寺
な
ど

の
歴
史
資
産
巡
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
堺
市
、
葛
城
市
な
ど
）、
１
４
０

０
人
参
加
の
神
社
参
道
パ
レ
ー
ド

（
橿
原
市
）、
夜
桜
の
石
舞
台
古
墳

前
で
の
歴
史
劇
公
演（
明
日
香
村
）

な
ど
多
彩
な
趣
向
が
週
末
・
祭
日

ご
と
に
沿
道
各
地
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
役
の
一

人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゴ
ダ
イ
の
石
井

聖
美
理
事
長
は
「
地
域
ご
と
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
楽
し
ん
で
し

て
い
る
か
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

私
も
飾
り
結
び
作
り
が
好
き
な
普

通
の
主
婦
で
す
が
、
指
先
を
使
う

か
ら
老
化
防
止
に
良
い
と
頼
ま
れ

教
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
仲
間

芝の増上寺でしめやかに慰霊法要�土木建築殉職者

散
策
の
た
め
整
備
さ
れ
た
奈
良
県
葛
城
市
染
野

付
近
の
竹
内
街
道
跡
（
国
道
１
６
６
号
）
＝
写

真
右
＝
と
紅
葉
に
い
だ
か
れ
た
、
相
撲
発
祥
ゆ

か
り
の
當
麻
寺

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が

手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ

に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ

と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表

現
し
た
。

最古の官道「竹内街道」で歴史イベント

慰霊法要の祈祷 慰霊碑の献花

の
つ
な
が
り
で
ま
と
め
役
を
仰
せ

つ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
す
」。

　仲
間
の
一
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
竹

内
街
道
を
歩
き
隊
」
の
隅
田
禎
一

理
事
長
は
20
年
ほ
ど
前
、
大
阪
市

か
ら
堺
市
に
引
っ
越
し
、
近
所
の

金
岡
神
社
に
初
も
う
で
に
行
っ
た

際
、
優
雅
な
社
殿
や
樹
齢
９
０
０

年
と
い
う
御
神
木
の
楠
や
、
近
く

を
通
る
竹
内
街
道
に
不
思
議
な
感

動
を
覚
え
た
の
が
縁
と
い
う
。

　今
の
国
道
と
重
な
ら
ず
昔
の
風

情
が
残
る
風
景
を
探
し
歩
き
、
太

子
町
の
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館
に

通
い
続
け
、
定
年
退
職
を
機
に
、

堺
市
の
余
暇
講
座
で
意
気
投
合
し

た
受
講
生
や
石
井
さ
ん
ら
と
２
つ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
。
延
べ
40
回
約

３
０
０
０
人
参
加
の
竹
内
街
道
を

歩
く
会
の
催
し
が
さ
ら
に
仲
間
を

増
や
し
、
風
景
街
道
の
活
動
と
１

４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
爆

力
と
な
っ
た
。

　「私
は
た
だ
の
竹
内
街
道
オ
タ

ク
。
好
き
な
こ
と
を
夢
中
で
語
り

歩
い
て
い
た
だ
け
で
す
。皆
さ
ん
、

悠
久
の
竹
内
街
道
の
魅
力
と
パ
ワ

ー
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
の
で

す
」
と
隅
田
さ
ん
。

　11
月
中
旬
に
も
大
阪
歴
史
博
物

館
や
難
波
宮
跡
で
「
竹
内
街
道
・

横
大
路

　難
波
か
ら
飛
鳥
へ
日
本

最
古
の
官
道
（
大
道
）
１
４
０
０

年
祭
」
が
「
古
代
の
道
か
ら
ま
ち

づ
く
り
１
５
０
０
年
に
向
け
て
キ

ッ
ク
オ
フ
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、

「
１
４
０
０
年
記
念

　緑
の
一
里

塚
」
除
幕
式
も
行
わ
れ
た
。
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
活
動
は
、
沿
道

の
各
市
町
村
で
来
年
も
続
く
。

４
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　本
土
の
最
西
端
、
目
の
前
に
東

シ
ナ
海
が
広
が
る
長
崎
県
の
西
海

岸
一
帯
は
、
ど
こ
も
夕
日
が
美
し

い
。
新
旧
二
つ
の
西
海
橋
や
生
月

大
橋
な
ど
長
大
橋
独
特
の
機
能
美

と
、
眼
鏡
橋
な
ど
石
橋
の
風
趣
も

味
わ
え
、
大
浦
、
田
平
天
主
堂
な

ど
国
宝
級
の
教
会
建
築
群
に
も
足

を
延
ば
せ
、
風
景
街
道
の
魅
力
が

堪
能
で
き
る
の
が
「
な
が
さ
き
サ

ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」
だ
。

　「長
崎
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」
は
平
成
19
年
に
世
界

遺
産
に
暫
定
登
録
さ
れ
、
今
夏
国

の
文
化
審
議
会
も
正
式
登
録
申
請

を
Ｏ
Ｋ
し
た
が
、
政
府
調
整
で
見

送
ら
れ
た
。
で
も
、
風
景
街
道
推

進
グ
ル
ー
プ
は
問
題
に
し
て
い
な

い
。
十
分
な
魅
力
に
自
信
を
持
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

　活
動
の
中
核
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
平
戸

観
光
ウ
エ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
」
前
理

事
長
、
長
崎
県
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

の
籠
手
田
恵
夫
さ
ん
は
「
鎖
国
時

代
も
長
年
、
西
欧
文
化
・
文
明
へ

の
窓
口
を
開
き
続
け
、
迫
害
に
め

げ
ず
世
界
で
も
特
異
な
キ
リ
ス
ト

教
文
化
を
築
い
た
貴
重
な
歴
史

は
、
権
威
の
お
墨
付
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
お
越
し
に
な
る
誰
で

も
い
た
る
と
こ
ろ
で
触
れ
ら
れ
ま

す
か
ら
」
と
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
と
誇
り
を
語
る
。

観
光
ガ
イ
ド
組
織
設
立

　大
学
か
ら
大
手
旅
行
社
勤
務
ま

で
長
く
故
郷
を
離
れ
て
い
た
か

ら
、
余
計
郷
土
愛
が
強
ま
っ
た
。

定
年
後
の
平
成
14
年
に
戻
っ
た
平

戸
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
や
豊
か
な

自
然
の
価
値
を
、
観
光
客
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
案
内

者
が
不
可
欠
と
感
じ
、
早
速
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
に
参

画
。
平
成
16
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

に
携
わ
っ
た
。

　米
国
の
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

エ
イ
」
は
仕
事
柄
よ
く
利
用
し
魅

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
な

ら
っ
た
風
景
街
道
制
度
が
平
成
19

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
は
率
先

し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
。
案
外
交

流
が
な
か
っ
た
西
海
岸
沿
岸
６
市

町
53
団
体
の
連
携
と
、
夕
日
、
橋
、

教
会
の
景
観
と
歴
史
を
前
面
に
出

し
た
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
な
ど
に

尽
力
し
、
第
一
陣
ル
ー
ト
と
し
て

登
録
さ
れ
た
。

　「
橋
、
教
会
、
観
光
客
に
人
気

の
あ
る
平
戸
港
周
辺
の
旧
城
下
町

の
魅
力
は
、
地
元
な
ら
で
は
の
と

っ
て
お
き
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
こ
そ
、
良
さ
が

い
っ
そ
う
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
」

と
籠
手
田
さ
ん
。

　こ
の
時
代
に「
日
本
土
木
建
築
請
負
業
連
合
会
」

は
、
不
慮
の
災
禍
で
命
を
落
と
さ
れ
た
殉
職
者
約

４
千
柱
の
慰
霊
塔
づ
く
り
を
決
意
し
、
今
日
ま
で

供
養
を
続
け
て
い
る
。

　長
い
歳
月
で
頑
丈
な
石
造
も
さ
す
が
に
老
朽
化

し
、
平
成
19
年
の
台
風
で
塔
最
上
部
の
法
輪
が
落

下
し
た
。
翌
年
春
ま
で
に
雨
漏
り
部
分
な
ど
と
と

も
に
改
修
さ
れ
、
よ
み
が
え
っ
た
。
そ
の
際
、「
主

人
の
位
牌
も
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い

間
法
要
を
続
け
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う
」な
ど
と
、

何
組
も
の
遺
族
が
駆
け
付
け
た
と
い
う
。

　改
修
工
事
の
際
、「
皇
紀
２
６
０
０
年
事
業
」

と
し
て
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
年
）
に
慰
霊
塔
内

に
置
か
れ
、「
百
年
後
ニ
傳
フ
ル
記
録
」
と
書
か

れ
厳
重
梱
包
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
箱
が
見

つ
か
っ
た
。

　同
協
会
は
「
こ
れ
を
開
け
る
べ
き
２
０
４
０
年

は
、
建
設
業
界
は
ど
ん
な
姿
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
」
と
、
そ
の
日
に
向
け
、
厳
重
に
保
管

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

■
全
国
建
設
業
協
会
と
は

土
木
・
建
設
業
界
は

全

国
約
２
万
社
の
建
設
企
業
が

都
道
府
県
ご
と
に
建
設
業

団
体
を
組
織

そ
の
地
域
団

体
が
一
般

社
団
法
人

全
国
建
設

業
協
会
の

会
員
を
構

成

地
域
経
済
社
会
を
支
え

る
基
幹
産
業
と
し
て
雇
用
の

維
持
を
は
じ
め

河
川
・
道

路
な
ど
環
境
保
全
や
災
害
時

の
応
急
復
旧
活
動

社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
む

す
ぐ

れ
た
技
術
者

技
能
者
の
確

保
や

将
来
に
わ
た

て
技

術

技
能
の
継
承
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
も
活
動
の
大
き

な
柱
だ

改修でよみがえった慰霊塔

美しい夕日と橋と教会とながさき
サンセットロード

■風景街道　意見交換会で活発な論議
　日本風景街道のテーマ別意見交換会が 11月、「案
内看板・地図をつくる」をテーマに開催された。２
月の「自然の中を歩くための環境整備」、9月の「木・
花を植える」に続く第３弾。参加したのは、萌える
天北オロロンルート／出羽の古道　六十里越街道／
浅間・白根・志賀さわやか街道／時空から天空へ
の道　日光街道／佐渡國しま海道／東海道「駿河 2
峠 6宿風景街道／悠久の竹内街道／人間文化の原
風景～ご縁をつなぐ神仏の通ひ路～／むれ源平石あ
かりロード／九州横断の道　やまなみハイウェイ―
の 10ルート代表たち。
　「道の駅やビューポイント５カ所に風景を楽しめ
る案内板や地図板を設置。神話・歴史の解説や景勝
地の紹介も書いた」（神仏の通ひ路）／「地域と強
いつながりのあるイラストレーターが手描きで、市
町村ごとの多様なイラストマップを作成、駅や観光・
宿泊施設、イベント会場などで配布した」（天北オ
ロロンルート）など、各地の活動実績を報告。
　「標識や看板は、地元の人も旅行者・観光客にも
分かりやすく、安全で迷わない表記を考えるべきだ」

「目的地を表し、今どこにいるか分かることが大切。
混乱を招かないよう統一が必要」「警察や自治体の
規制もあり、占用許可申請など手続きが煩雑」など、
活発な意見が出た。
　なお、9月の「木・花を植える」の参加者は、十
勝平野・山麓ルート／ふくしま浜街道ハッピーロー
ド／江戸・東京・みらい街道／日本の原風景「枝垂
れ桜の咲く里への回り道」／渥美半島菜の花浪漫街
道／「合掌・さくら」飛越街道～世界遺産をめぐる
道～／いやし・もてなし神山街道／日南海岸きらめ
きライン／やんばる風景花街道―の 9ルート。
■来春、静岡で日本風景街道大学
　日本風景街道の制度を持続させ、知恵を出し提案
し合おうという「日本風景街道大学・ふじのくに静
岡校」が平成 26年 2月、静岡県庁と常葉大学静岡
キャンパスで開催される。「日本風景街道の自立・
充実・飛躍をめざして～地域の思い、誇りを長く持
ち続けられる制度にするために～」がテーマ。
　日本風景街道大学は、風景街道の活動推進のため、
多様な担い手がともに学ぶ場として、これまで宮崎
で開催されている。

左にタイムカプセル

　長
崎
市
や
県
で
は
、
ぶ
ら
ぶ
ら

歩
く
意
味
の
方
言
「
さ
る
く
」
を

も
じ
り
、
パ
ビ
リ
オ
ン
新
設
な
ど

で
お
金
を
か
け
ず
に
既
存
観
光
施

設
な
ど
を
歩
い
て
楽
し
ん
で
も
ら

う
「
長
崎
さ
る
く
博
」
を
成
功
さ

せ
た
経
験
を
大
切
に
し
て
い
る
。

昔
の
通
り
の
名
を
復
活
さ
せ
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
す
る
国
土
交
通
省

の
制
度
導
入
に
も
熱
心
と
い
う
土

地
柄
も
あ
ろ
う
。

地
域
ぐ
る
み
で
活
動

　サ
ン
セ
ッ
ト
ル
ー
ト
で
も
目

下
、
自
然
や
景
観
と
調
和
す
る
散

歩
道
づ
く
り
、
見
ど
こ
ろ
マ
ッ
プ

や
案
内
標
識
整
備
、
地
域
資
源
再

発
見
ツ
ア
ー
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

の
お
も
て
な
し
に
努
め
て
い
る
。

５

あ
か
ね
色
に
染
ま
る
九
十
九
島
一
帯
（
写
真

右
）
と
信
者
か
ら
秘
話
も
聞
い
た
黒
島
天
主

堂
ツ
ア
ー

鴨川オーシャンパーク
渡辺�公康店長

　千葉県南房総の玄関口に位置し３

千葉県鴨川市江見太夫崎 22
国道 128 号　　TEL.04-7096-1911

階建のユニークな建物の中に地場産品紹介コー
ナー、太平洋が一望出来るレストラン、各種体験
やイベントなどができる展示室があり、３階展望
台は初日の出スポットとなっております。花摘み、
潮溜まりで遊べる人工の千年磯も人気です。

志原海岸
中山�理恵 広報担当

　雄大な太平洋を一望できる２Ｆレスト

和歌山県白浜町日置 2039-73
国道 42 号　　TEL.0739-52-4100

ランでいただくお刺身は格別で、いけすで泳ぐエ
ビや貝を料理して食べることもできます。売店に
は特産の備長炭、日置川名産の川添茶などを取り
揃えています。テニスが盛んな土地で、和歌山国
体に向け駅内にもテニスコートを整備中。

宍喰温泉
竹治�浩一担当部長

　太平洋に面し、室戸阿南海岸国定公園

徳島県海陽町久保字板取 219-6
国道 55 号　　TEL.0884-76-3442

内にあります。レストランでは鮪3種丼や地鶏の
出荷量日本一を誇る阿波尾鶏料理をご賞味いただ
け、山里で寒い時期に収穫された寒茶やひじきな
どの地元特産品も販売しております。つーるつー
るの美肌になる「宍喰温泉」は日帰り入浴も可。




